【光学機器製造業】
職種：光学部品加工　　職務：成形

【概要】

　成形機を操作してレンズ、プリズム等の光学素子を加工する仕事。

【仕事の内容】

　近年、光学素子の材料としてプラスチックが用いられる場合が増えているが、プラスチックの場合には荒摺、研削、研磨という方法ではなく、成形法（特に射出成形法）により加工が行われる場合が多い。また、材料にガラスを使う場合であっても非球面レンズの場合には研削、研磨という手法で設計性能を実現することは困難であるため、成形法（ガラスモールド）により加工が行われる。精密加工技術の進歩により極めて高精度の型の製造が可能になっており、成形法による光学素子加工の重要性は高まっている。

　作業は成形機を用いて行われるため、作業者は成形機の操作方法に熟達する必要がある。また、金型や成形材料の取扱い等についても十分な知識が求められる。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、公的資格は特に必要とされない。高校や専門学校を卒業してすぐに入職する者が中心であるが、最近では未経験の比較的若い男女が他職種から転職してくる場合も増えてきている。

（2） 関連する資格として、技能検定（プラスチック成形）の資格（特級、１級、２級）がある。資格取得により技能が社内で認められ、地位が向上することが多い。また、転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 成形の仕事で重要なことは、製品の成形条件を成形機に設定する作業である。そのためには、成形機やプラスチック材料、ガラス材料、金型の構造に関する知識が必要である。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

プラスチック成形職種（特級）

プラスチックス成形職種（圧縮成形作業、射出成形作業、インフレーション成形作業、ブロー成形作業）（１級・２級）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　５３２　ガラス製品製造工

　　６９３　プラスチック製品成形・加工工
